
SE$SION　 1

新 しい勝共 戦略

自由圭義者の欠点

井 上 茂 信
(外 交 、、11'、論 家)

帥 犠 都 最大の欠鰍,署 でいえ1湘 人蟻 的であO・ しか 臆 惰であること・換計 れ

ぽ能動性獣 ける・とである晶 本でもそうだが鳴 離 界では学界,"?・ … 湧 組界などの多

くが活 翼によ。喋 。とられている.そ の原嗣 一つは違 由議 者筋 の個人議 的で 戦 う

鰯 嫉 。た受鋤 態度にあるといえよう漂 するに,帥 議 都 ち瞭 逸をむさぼ り頒 極的

になにもしない糸課 として,科 学白勺顧 譜 遍髄 主張し,本 来醐 蟻 自勺なマ・・クス議 者たち

に湘 織の勧 鰭 取さit,伽 嚥 力掌握の禰 髄 許す・ というのが醐1[堺 での舗 までの

普遍的なパ ターソである。

なぜだろ うか.軸 蟻 とい うのは,も ともと体系的噺 デ押 ギーというよりも,民 控 義と

同じように,た んなる行動や思考の一つの型にすぎない。それに自由主義を説いtaミ ルや ロックの

哲学そのものが,受 動的なものであり,マ ルクス ・レーニン主義の ようなイデオロギー拡大への狂

儲 勺縮 熱 欠けたものである.そ のうえ,舳 主馴 厭 の 軸 纏 調 とする個人議 に立肌

てお り舳 纐 酵 灘 鱒 齢 る.さ ら・1・舶 犠 都 洪 産犠 者醐 しても燗 の謄 説を

あてはめやすい。か くL.て,餉 の破壊を目撤 異端の思想恥 寛容で励 す ぎた・ レ"=ソ のい

わゆる 「自由世界のあほ うども」(1921年 チチェー リソあてメモ)で ある。

鮫 面では どうだ ろうか.・ ・リカのff・Jをたど・て競 う・ たとえば・ ジ・"ジ'け ソ氏の

「封 じ込め蹴 」である.1946年 当時綱 務省麟 輌 帳 だ・たケナン氏は 「フ・・'-v'/eア

。。ア。ズ幟 によせた 撤 の中でrl堺 の・・たると・うに・ 綱 の 鱗 的 ・鱒 白勺援助をM

て,漣 勤 の齪 嫡 じ込めておけぽ,・ 連はその内部輔 か ら崩壊 していく」 と論 じた・この

繍 は,ト,レ.マ ソ ・ド・トリ・(1947年3月17日)雌 の米外交の根纏 念とな り沽 ず漣 の

脅威を受けたギリシア,bル コへの援助とい う形で実行された。

だが,閨 じ込め鹸 綱 瀬 本的な欠陥があ・たc,　ng-一… 「漣 醸 部から鵬 する」 とい う
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幻 想 か ら出 発 して い る こ とで あ る。 この こ とは,マ ル クス ・レー=ン 主 義 の 本 質 を知 ら な い甘 い議

論 とい え よ う。 第 二 に,な に よ りも同 政 策 は,ソ 連 が 自 らの 勢 力 圏 か ら出 て,外 部 に勢 力 を拡 大 し

よ うと した場 合 に のみ,こ れ を 抑 え る とい うもの で,能 動 的 に こち らの 方 か ら 打 っ て 出 て,共 産 主

義 を 打 倒す る とい う積 極 的 な 姿 勢 に 欠け て い た こ とで あ る 。

勝共ではなか った 「封 じ込め政策」

H本 では,反 共 政 策 の シン ボ ル 的 存 在 と して 記憶 され て い る ア イゼ ソ ハ ワー政 権 時代 の ダ レス 国

務 長 官 は ど うだ った だ ろ うか 。 同長 官 は,民 主党 政 府 の 「封 じ込 め 政 策 」 を 痛 烈 に批 判 し 「受 身 の

体 制 で は,じ り貧 とな る だけ で あ る。 ソ連 の弱 点 を探 し 出 し,積 極 的 に,武 力 攻 撃 以 外 の 心理 戦 そ

の 他 の手 段 を つ くして,冷 戦 の主 導 権 を 米 国が ソ連 か ら奪 取す べ き で あ る」 と して い わ ゆ る 「巻 き

返 し政 策 」 を 唱 え た。 だが,本 当 に 「巻 き返 し」 は行 わ れ ただ ろ うか 。

英 国 の 戦 略 家 ブ ラィ ア ソ ・ク ロー ジ ャー氏 は彼 の著 書 「生 き残 りへ の 戦 略 」 の 中 で 次 の よ うにの

べ て い る。

「ダ レス は トル ーマ ン(大 統 領)や ア チ ソン(国 務 長 官)同 様 に ミ封 じ込 め ミ 政 策 の 申 し 子 であ

った ・ 米 国の ル イ スd3・ ハ レ教 授 の 言 葉 を 借 りれ ぽ,米 国 は ミ封 じ込 め"政 策 とは 異 な る"解 放 ミ

政 策 を と った こ と も,ミ 大 量 報 復 。。政 策 を とった こ と も一 窒 もな か った 。 実 際 ダ レス を よ く見 れ ば,

情 熱 的 な 反 共 主 義 者 で あ った に もか か わ らず,た い て いは 口先 だけ だ った 」

そ こで ダ レス氏 の 「巻 き 返 し政 策 」 の 原点 だ っ た 「封 じ込 め政 策 」 の 欠点 を も う一度 ふ り返 って

み よ う。

先 に そ の 欠点 は,マ ル クス ・レー=ソ 主 義 の 本 質 を 知 らな い 甘 い 議 論 で あ った こ とだ と述 べ た

が,こ の 点 につ い て ク ロー ジ ャー氏 は 次 の よ うに 分 析 して い る。

「ミ封 じ込 め ミ 政 策 の 本 質 は,成 り行 き 任せ とい うこ とで あ る。 ま た ミ責 任 を避 け て,問 題 を 歴 史

に委 ね よ うミ とい うこ とで あ る 。 そ こに は 二 つ の 致 命 的 欠 陥が 横 たわ っ て い る.一 つ は,あ らゆ る

他 の 体 制 に 打 ち勝 って,ミ 社 会 主 義 体 制 ミ が 究 極的 勝 利 を 収 め る とい う自信 を,ソ 連 が く り返 し表

明 して い る に も拘 らず,そ れ を 本 当 の こ と と して 受け 入れ る能 力 に 欠け てい る こ とで あ る 。 したが

って,反 撃す る能 力 に 欠け て い る こ とで あ る。 い ま一 つ は,ケ ナ ソの アプ ロ ーチ の根 拠 な き楽 天 主
N

義,す な わ ち 米 国が よい摸 範 を 示 せ ば,ソ 連 国 民 は 邪 悪 な 支 配 者 か ら離 れ るだ ろ うとい うナ イー ブ

な確 信 で あ る」

じつ に 的 確 な 指 摘 で は な いかnさ らに ク ロー ジ ャー氏 は つ づ け て 「楽 観 主 義 が間 違 い だ っ た とわ

か る と,そ れ はた いて い,同 じ くらい 不 条 理 な 悲 観 主 義 を生 み 出すeミ わ れ わ れ は 勝 て な い。 だ か

ら何 もや ら な くて も,ど っち 道 同 じだ ミ とい うわ け だ.戦 後 の 数 十 年 間 を ふ り返 っ てみ る と,過 度

の楽 観 ・‡三義 と陰 欝 な悲 観 主 義 が 交 互 に あ り,ど ち ら も事 実 を 直 視 した が らな い こ と,そ し て真 の リ
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一ダーシッフをとる勇気の不尾から生まれたものである」といっている.

要するに 「封じ込め礪 醗 共」を最初から除外した 附 共廊 ・し 「賊 」の暢 であり・ひ

たすら敗北を齢 る・とだ瞳 目胤 ていたのである・そ撤 全 く鋤 的であり・酬 こ鞘 髄 握

られてお りポ ゆ 思酵 ジゴ 以 ・・し ナム氏がil{L〈f・,f・{"Lてvたように・徐 々に・ しかし

着実に対ソ宥和政策へ と変わっていく必然的運命にあったのであるe

「封じ込め鹸 」の失敗を逆にいえ1い 連がそのような 鹸 ではび くともしない 強雛 をも・

ていた。とを鰍 髄.そ ・-C・t融1・堺 が繍 の ・・ナ樋 撃織 を轍 蔓として凛 の鰍 の対

,巻 き返し戦艦 転 じるとすれぽ,・ 連とはどのよう瀾 か・その本鯉 知る・とがまず願 であ

ろ う,,

能動 的,拡 張的 な マル クス ・レー ニ ン圭義

漣 班 体と醐 か。料 ズ ジ・ウ・大繊 噺 究所の撤 醗 駈 ドワー-F"N'7v5ワ ッ

,醜 よれば,「 ・鯉 勤 獄 で ・也酬,融 酬 継 鮒 お ・鋼 蟻 隊 であり禧 噺

しい鯛 超 購 蜥 階纐 争螂 ・基づ く睡 議 ・デオ・ギ を持・ていることである」(ワ

シン トソ ・タイムズ紙83年9.月16日)と いうn

。鰻 法観 ようn1977年1・ 肺 ・・採択さA・k・ 鵡 麟 噛 対外醸 ・ 第二八雑 は 「漣

離 の酬 麟 は,漣 邦齢 ける共産蟻 職 に と・て好まし咽 繭 諸緋 の齢 ソ麟 の

国家利益の鯛 噸 絵 犠 のiS7.場の強化,嫉 轍 と社鎚 歩の働 の諸国民の闘争支援輔

榊 」とある壊 するに 「賊 轍 」と・・う名の全畷 の共麟 髄 唱えているのである・

なぜだろ うか.米 一一・1-F'大轍 治学教授 リチ・一 ド・パイプ祇 は80年4月 の 「コメソタリ

ー.」ssで,れ ク… 一ニン議 の類 力渦 会的ダ ウ・ン蟻 」の軋 子であるため・ との

纏 な分析を行つている.ダ ー・・ン犠1ま,い うまで琉 く勒 凱 のしくkeこついての一つの

学説である顧 する醜 物㈱ ま,す ぐれ姓 渤 をもつ ものが・劣・ているもの雄 倒する・す

紡 姓 繊 靹 う嚇 てるように麟 としての変異が起 ・り誰 化が勤 と・・う騙 である礪

学的には,ヘ ーゲルの弁証法,さ らには唯物論の立場か らこれを摂取した唯物弁証法に,ダ ーウィ

ソ主義を適用したのが,マ ルクス ・レー=ン 主義である。'

唯物弁証法の基本的立場は,一 切の事物は対立物との闘争によって,自 己運動し発展するという

認識である。こうして,・ ・イブス氏によれば,マ ルクス ・レーニン主義は,人 類の歴史を絶え間の

ない階級闘争の歴史とみなすfi　そして同主義は階級闘争の継続を擁護し,階 級と人間による人間の

搾 取 を 一挙 に根 絶 し よ うとす るnそ して ソ連 の 安全 は,資 本 主 義 が 絶 滅 され た の ち 初 め て 達 成 され

る,と して い る.そ の 意 味 で,マ ル クス ・レー ニ ソ 主義 は 阯界 共産 化 を積 極 的 に 達 成 し よ うとす る

能 動 的,そ して 極 め て好 戦 的 な 教 琿 で あ る のが そ の第 ・の 特 色 と い え よ う。
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第 二 は 一V'　ILク ス ・レー ニ ン 主義 の特 色 は,国 際 的 教 理 で あ る こ とだ 。 パ イブ ス氏 に よれ ぽ,同 主

義 の 国 際 性 は,1847年 以 来 の 共 産 子三義 者の 恒二久的 ス ロー ガ ン 「万国 の プ ロ レタ リアた ち よ団結 せ

よ」 に 象 徴 され て い るeそ して ボ ル シx一ビキ は,ロ シ ア の政 権 変 更 の ため では な く,全 世界 の革 命

の た め に 戦 った の であ る.

また ル トワ ソク氏 に よる と,マ ル クス ・レー ニ ソ 主義 は,人 種 や 民 族 を 超 え た イデ オ ロギ ーで あ

る。 す なわ ち 「諸 君 が どの よ うな 民 族 に 所 属 して い る か は 問 題 で は な い。 重要 なの は,ど の よ うな

階 級 に 所 属 して い る か だ 」 とい うのが 同 主義 の 真 髄 で あ る。 か くし て 「労 働 者 階 級 の 超 民 族 的 支

配 」 とい う イデ オ ロギ ーを 得 て,ソ 連 帝 国 は 世界 の 隅 々に ま で 能 動 的 に 広 が る こ とが で きた の で

あ る.

歴 史 を 振 り返 れ ぽ,英,仏,ベ ル ギ ー,オ ラ ソ ダ,オ ー ス ト リア,ハ ン ガ リー一'tオ ス マ ソの 各 帝

国 の 拡 大 を は ば ん だ の は民 族 主義 の壁 だ った。 ナ チ ス の第 三 帝 国 も,ゲ ル マ ソの 優 位 意 識 の 故 に 仲

び なか った.し か し,ソ 連 帝 国 主義 の場 合 には,そ の実 体 は とにか く,建 前の 上 で は,支 配 民族 的

要 素が な い た め,ま た,mシ ア革 命 を通 じて,民 族 を 超 えた イ デ オPギ ー を獲 得 した た め,世 界 の

隅 々に まで そ の 勢 力 を 広 げ る こ とが で き た の で あ る.

自由世界との道徳律の非対称性

第 三 に マ ・しクス ・レー ニ ン主義 の特 色 は,以 上 に 述べ た よ うな普 遍 主 義 の歴 史的 教 理 と して,ソ

連 の 支 配 層 の 全 世界 的 野望 に 力 を 与 え た こ とで あ る。 ロシ ア は最 も古 くか ら の,し か も一 貫 した 帝

国 主 義 的 拡 張 の 伝統 を もっ て い る_そ して,拡 張 主 義 の 世俗 的 願 望 に 加 えて 「階 級 な き社 会 の 建

設 」 とい う ミ高 遠 な ミ理 想,さ ら には 「ソ連 政 権 こそ,人 類 史上 に おけ る最 後 の 社 会 革 命 の 達 成 を

任 務 とす る巨 大 な進 歩勢 力の 前衛 を 代表 す る1と の 自負 心 一 これ らが,ク レム リンに 「ソ連 政 権

は あ くな き前 進 を遂 げ,外 へ 向か って 伸 び なけ れ ば な ら な い.資 本 主義 に 打 ち勝 た ね ば な らな い 」

とい う使 命 観 を 与 え て い る の で あ る.

第 四 に マ ル クス ・レー ニ ン主義 の特 色 は,自 由1{1:界の 価値 観 との非 対 称性 で あ る。 こ の点 に つ い

て,ユ ー ゴ ス ラ ビ アの元 副 首 相 で,共 産 主義 の官 僚 体 質 と階 級 制 度 とを 鋭 く指 摘 した 名 著 「新 しい

階 級 」 で 知 られ る 反 体制 哲学 者 ミPバ ン ・ジ ラス 氏 は,ソ 連 の イデ オ ロギ ー面 での 強 み を次 の よ う

に 指 摘 して い る.

「多 くの 人た ち は,ソ 連 の イデ オ ロギ ーは 死 ん だ との 考 え を 受 け 入れ て い る.そ れ は ウ ソで あ

る.決 して 死 ん で は い な い.イ デ オ ロギ ーが つ くり出 した 秩 序が 生 き て お り,し か もそ の 秩 序が イ

デ オ ロキ ーに よっ て 活 力 を得 て い る.ソ 連 の 指 導 部 と支 配体 制は,自 分 た ち が ミ反論 で きぬ 真 実 ミ

の 権 化 で あ るか の よ うに 振 る舞 っ て い る.彼?の い ら 渡 論 で きぬ 真 実 ミ とは,資 本 主 義 が 必ず 没

落L,ソ 連 型 社 会 主義 の到 来 は 不ilf　jc9とい うもの だ.イ デ オ ロギ ー・,ミ反 論 の余 地 な き 真実 ミ,不 可
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2i

避 性,法 則 一一一 これ ら に よっ て,ソ 連 指 導 部は,道 徳 的義 務 あ る い は,契 約 上 の義 務 か ら一…切解放

され るの で あ る 」

そ の よ い例 が 大 韓 航 空 機 撃 墜 事件 だ./)たft　　自 山lt1:界の 人 々は 「殺 人 」「ウ ソを つ く こ と」 を 非 道

徳 的 と教 え られ て き たnソ 連 は ど うか.彼 らの 価 値 の 物 差 しは,資 本 主義 を絶 滅 させ,搾 取 の 根 絶

を 目指 す 共 産 主 義 世界 の 側 に 立つ か 否 か であ る.「 敵 」r味 方 」 は極 め て明 白 な の で あ る。 この 両 世

界 の 闘 争 が 進 行 中 との 彼 らの 世 界 観 の 下 で は,入 間 愛 とか,生 命 の 尊 石とか,ウ ソを つ くな,と い

った 自由}1堺 の 道 徳 律 は … 切通 用 しな い の で あ る 一 資 本主 義 は やが て滅 亡 す る とい う彼 ら の 液 論

の 余 地 な きミ 真実 に 背 を 向 け る もの は,た とえ 同 胞 で あれ,親 で あれ,r一 で あれ,抹 殺す る のが 彼

らの 「道 徳 律 」 な の で あ る.い うな れ ば 悪 魔 の 側 の{耐 直観 に 立 ・)てい るの で あ る。

か れ らは,人 間 の 中 に 「神 性 」が 宿 って い る な ど とは 考 えな い.唯 物 論 者 であ るか らだ.

マル クス主義の反宗教性

か くの 如 く,自 由主 義 国家 には,反 共 主 義 者で あ りなが ら,無 神 論 者 であ る 人達,す な わ ち 自由

産 義 無 神 論 者 達 が,少 な くな いが,離{住 義 的 無 紳論 では,戦 闘 的 無 神 論 を 自称 す る 共 産 主義 理 論

を 批判 す る 事ぱ で き て も,二 れ を 根 本 的 に 克服 す る ことは,む ず か しい.そ れ は,今 日 まで の 反 共

運 動 の 歴 史が 証 明 して い る.そ の 理 由は,何 で あ ろ うか?そ れ は,共 産 主義 が,徹 底 した 反 宗 教

思 想 で あ り,無 神 論 思 想 で あ りなが ら,Pコ シ ア の 宗 教思 想 家 ベ ル ジ ャ～ エ フが,「 共 産 主義 と 言 う

名の 宗 教 」 と呼 んだ{ホに,一 一種 の宗 教 的 性 格 を もっ て いる か ら であ る一 そ れ 故,真 の 宗 教 思 想(有

神 論 思 想)に よ って の み,共 産 主 義 を 根 本 的 に 克服 す るCと が 出 来 る の で あ るnお お よそ,ひ とつ

の 思 想 が 出 現 す る 時 に は,次 の 様 な 二 つ の 一il要な 要 囚が 複 合的 に イ乍用す るnそ の ひ とつは,主 体 的

要 因 で あ り,他 の ひ とつ は 対 象 的要 因 で あ る.主 体 的 要 因 とは 、偲 想 家 の 心 理,性 格,個 性 及 び 彼

が そ れ ま でに つ ち か っ て きた 人 生 観,世 界 観,歴 史観 な どの 精 神的 条件 を意 味 し,対 象 的 要因 と

は,政 治 的,経 済 的.村 会 的,宗 教 的 な あ り ゆ る状 況す な わ ら社 会的,環 境 的 乗 件 を 意味 す る.思

想 家 の理 想 や 日的 を 中`V・とLて.こ の 様 な 二 つの 要 因が 絹 互 作 用す る時,… 定 の 思 想 が 形 成 され

る.マ ル クス主 義 の 形 成 も例 外で な いt,

この 原 則か ら見 る と,キ リス1・教 徒 及 び ユ グヤ 教 徒か ら 受け た 差 別 待遇 の 根 拠 で あ る宗 教 に憎 悪

と反 抗 心 を 抱 く様 に な った.そ れ が,彼 に 怨 み の 情 を い だ かせ,無 神 論 者に せ しめ た動 機 に な っ て

い る 。

従 っ て,共 産 主 義 を 根 本 的 に 克 服 す る思 忍 は,宗 教 指 導 者 に よ って の み 樹 立す る こ とが で きる の

であ1'i,し か もか か る 指 導 者が 直 接 神ズ ヒ}iVSI.を支 け継 く}{に よ ・)ての みp!能 な の で あ る 、 この様

な思 想 と して現 わ れ た の がtl　　　文鮮 明 師 の 統 轡 愁{であ り,一 三の応 用が 勝 共理 論 で あ る.

レー ガ ンの反共 政 策

マ ル ク ス主義 の反 宗 教性 に着 日 し
,宗 教 性 を土 台 と し,対 ソ連 政 策 を うち だ した の が,レ ー ガン

の 「イ デ オ ・ポ リテ ィ クス」 と 「レ リジ オ ・ポ リテ ィ クス」 であ る。

レー ガ ン大 統 領 の 反 共 姿 勢 は 「イデ オ ・ポ リテ ィ ッ クス」(イ デ オ ロ ギ ー重視 の政 治 観)か ら 出

発 した.「 イデ オ ・ポ リテ ィ ック ス」 は フ ラ ン ク リン ・ル ー ズベ ル ト大統 領 以来 の 米 国 の 「ゲ オ ・

ポ リテ ィ ック ス」(地 政 学 中 心 の 政 治 観)の 失 敗 か ら きた もの で あ る 。 「ゲ オ ・ポ リテ ィ ッ クス」 と

は 一 国際 関 係 を 物理 的 な 力 や,地 政学 上 の 関 係 を 中 心 に処 理 して い こ う とい う発 想 であ る。

ル ー ズ ベ ・し ト大 統 領 の対 ソ観 は 甘 く,ヤ ル タで の密 約 を 中心 に,米 ソ共 同 支 配 に よる 戦 後処 理 を

考え た 。 ニ ク ソソ ・キ ッシ ソ ジ ャー 外 交は,ミ 敵 の敵 は 味 方 で あ る ミ と して,忠 実 な 同 盟 国台 湾 を

切 り捨 て,北 京 と手 を 握 った 。 カ ー タ政 権 は 「共 産 主 義 へ の 恐 怖 心 を 捨 て よ う」 とのべ,米 ソ ・デ

タソ トを 追 求 した.い ず れ も 「ゲ オ ・ポ リテ ィ ック スjで あ る。 そ して,そ の特 色 は 国際 関 係 で イ

デ オ ロギ ーや 価 値 観 の 問題 を,あ ま り重 視 しなか っ た こと で あ る。

だが,カ ー ター政 権 時 代 の ソ連 の 一 方 的 軍 事力 増 強 と,ア フガ=ス タ ン侵 略 で 「ゲオ ・ポ リテ ィ

ッ クス」 は 破 産 した 。 失 敗 の 原 因 は ① ソ連 がli堺 共 産 化 を 目指 す 目的 指 向 国 家 で あ る② したが っ

て,ソ 連 と 自 由{1士界 とは 価 値 観,国 家 日標,外 交 交 渉観 な ど が 全 く非対 称 的 で あ る③ イデ オ ロギ

ー,価 値 観 を 軽 視 した 外 交は,信 仰 と 自由 擁 護 とい う伝 統 的 精 神 に 反 し,米 国 の信 用を 失 墜 させ,

同 盟 諸 国 との 亀 裂 を 招 い た 一 な どで あ る 。

レー ガン 大統 領 の 「イ デ オ ・ポ リテ ィッ クス 」 を端 的 に 示 した の は,82年6月8日 の英 下 院 演 説

で あ ろ う.同 大 統 領 は ソ連 との戦 い の行 方 につ いて 「最 終 的 に それ を 決 め るの は,爆 弾 や ロ ケ ッF

で な く,意 志 や イデ オ ロギ ー で あ る.換 βす れ ぽ,わ れ わ れ の 価 値 観,信 念,理 想 が い ま試 さ れ て

い るJと の べ た.

だ が そ の 後 同 大統 領 は 「イ デ オ ・.・i:リテ ィ ック ス」 に 宗 教 を 加 え た 「し リジ オ ・ポ リテ ィ ッ ク

ス 」 に 移 りつ つ あ る よ うだeす な わ ち英 下 院 演 説 の九 か 月 の翌 年3月15H,フ ロ リダ州 オ ー クラ ン

ドで の 演 説 で,同 大統 領 は 「米 国 は い ま や霊 的覚 醒 と伝 統 的 価 値 の再 生 を 始 め て い る」 と強 調 す る

と と もに,ソ 連 を 「悪 の帝 国」 と呼 び,「 西 側 の 危 機 の 大 き さは,神 に 対 す る 無 関 心 の度 合 い,共

産 主 義 へ の 協 力 の 度 合 いに 比 例 す る」 とのべ た。 そ し て同 演 説 は,米 国 の 歴 史家 ヘ ソ リー ・コマ ジ

ャーか ら 「米 国 史上,最 悪 の大 統 領 演説 」 と こき落 う され た.

だ が 同大 統 領 は ひ る まな か った.同 年7月19日 の ワ シ ソ トソで のFlflわ れ の諸 国週 間」 演 説 で,

米国 を 「神 のみ 心 を な さん とす る 人 々が 求 め て きた 国 」 と規 定 し,建 国 精 神へ の復 帰 を求 め た.
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虻 。とL3if61-[a)-i-一 饒1-・ ㍉ 縦 で 同 大糸欄 ま 「繍 規 ・嚇 つ ・ 測}琳 酬

に い るか らだ.人 々が 神 な き 世界 に 生 ぎ よ うとすれ ば,彼 らは 紳が 付与 した 人権 を 忘 れ て し まい,

、1論の 自由 を 抑 圧 し,国 民 を封 じ込 め る ため の城 曄 を つ く り,偉 大 な 思 想 家 を精 神 病 院 に 入れ てL

ま う」 とのべ,信 仰 と反 共 の 不 可分 性 を説 い た 。
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自由と信仰の一体化宣言

そ れ で は,同 大統 領 の 「レ リジt・ ホ リ・T-・ッ クス,tの 背 景は な んで あ ろ うか.

第_に,レ ー ガン大 統領 ぱ も と も と 一信 仰 の 人」 で あ る こ とで あ る・ 高 齢 に も拘 らず ・ 大統 領 に

立 候 祖 た理 曲 ・つ い て彼 は 「今の ま まで ぱ 綱 は ・ ドム と ゴモ ラに な るだ ろ う'だ か ら私 は 立 ち

上 が ら なけ れ ば 筋 な い 」 との べ て ・.・る.そ して 燗 の 舳 の ・L一ツに つ い て・ 創齢 で あ る神 か

ら与 え られ た もOL信 じ てい る.し た が 一て 洪 産 議 者 が平 気 で ノ・識 し,自 由 や ノ・権 を 抑 圧 で

き るの は,無 伸 論 者で あ り,神 の 被創 造 物 とし ての 人間 の 尊 厳 性 を 認 め な い か らだ と考 え て い る.

要 す るに,自 由 と信 仰 の 不 可分性 が 「L・リジオ ・ポ リテ ィ ゾ クス 」 の バ ソクボ ー ソ とな っ てい る.

第 ニ ピ 舳 の 様 は 神 の 大 義(人 ・ の 帥 の た め に つ くす ・ と財 吋・に つ くす こ とで あ る)と

の 信念 であ る_'?1し ジ ェ ニ ー ツ ィンは1978年6月 の バ ー ・9-_ドブ弍学 で の 演 説 で 「建 国 当初 の 米国 で

は,個 人 の 人権 は 人間 が 神 の 彼 創造 物 で あ るが ゆ え に.神 か ら与 え られ た もの で あ り,自 由 も絶 え

ず 人間 が 宗 教 的責 任 を 果 た す とい う仮定 の も とで,条 件つ き で 個 人に 与 え られ た と考 え られ て き

た 」 と指 組 た ・の趣 旨 に沿 。 て,・ 一 ガ パ 統 跳 か ね てか ら(」grpと帥 の 追 求 の 一 体 イ陸 唱

えていた,

すなわち・・レシ。一 ッ,紙 胴 様に,同 大蹴 ま帥 馳 のノ…'の 帥 のためにもつ くす と

いう宗教的責髄 伴 うと信 じ,81年3Ellr・10・ ナ蟻 会灘 で 噛 帥 る馴 の概 されたノ・々

の帥 醜 をめざす」とのべたぽ 欝 年7別9日 の劇 で献 統融 「羅 翰 よ神の上に師

を置き,国 民生活就 全破 ・・下に置 く・とを滋 している・われわれはイ}ゆ遺産を鮒 ついでい

る.わ れわ騙 神の子であり,郷1ミ であ・て臆 らない」とのべた一つVで ・予諸 イザヤの 心

の輸 瀦 をいやL紡 れの掴 ・放免酷 ・ずよ」との警告洲 肌 たあと 「自由の繍 辮 の

大義である」と宣、糺 たのである.

第ヨ ま利己蟻 報 族議 の剋 艮の'必難 であろう一 ソ・・ジ・=一一・ ・ン氏が警告しているよう

に,い まの自由世界の特色は。あ りあまる物的財貨 と自由である。それとともに人々は勇気 を失い・

議 的には,蛎 て低下し't・一・うしで なにが故に,虻 な襯 ・ため(:・ ・の結齢 姓 を繊

i、さらさなければ妨 ないのか」として.帥 瞬 の燗 は共通の価髄 糧 ために碑 分の財貨

領 醜 糠 する・とを概 でいる㌧ ・fが… ガ・撤 瞬 共"・itsの輸 れ似 ・の轍 をも目指
コ ナ づ

して いO・

だか らこそ,同 大統領は,英 下院演説で 「自由は 幸運な少数者の持物で はなく,全 人類の 絶対

的,普 遍的権利であるという確固たる信念を持たなけれぽならない」と強調した.自 分だけ,あ る

いは自国だけの自由が守れたらよい,と い う利己主義や偏狭な民族主義を克服するためにも同大統
ゆ

領は 「イデオ ・ホリティックス」に宗教的信念を加えて 「レリジオ ・ポ リティックス」を強調する

に至ったのである。

要するに,レ ーガソ大統領にとり 「神への 信仰」と 「自由への戦い」,す なわち 「反共」とは 切

り離せないものである。また,同 大統領は共産主義を悪 とみなす理由について,先 のオーラン ド演

説で,「共産主義は無神論から出発し,さ らに 階級史観以外のすべての倫理を 否定し,階 級闘争に

益になるものに倫理をあてはめているからだ」 と指摘している。そして西側がこのような共産側の

挑戦にこたえる道は 「神 と自由に対する信仰以外にない」と強調しているn

レー ガ ンの レリジオ ・ポ リテ ィ ックスの将 来

彼は,反 共と信仰の一体化の宣言をなしたわけだが,キ リス ト教の信仰 と言えば,一 般的に,精

神生活を重視し,物 質生活を蔑視する傾向があると考えられるが,果 して,彼 もそ うであろうか?

私は,そ うではな く,精 神 と物質 とを調和する或いは,天 上 と地上 とを調和する方向に行 くことを

大いに期待するものであるn

統一思想における本体論は,原 相論で論述されているが,原 相の内容の神 相を見ても,性 相と形

状,陽 性と陰性,そ して個馴:目の概念を含んでいる。さらに,本 性論においても,人 間は,神 の 似

像として,神 帽的或いは神性的存在として,心 情を中心として,家 塞を形成 し,世 界を形成し,そ

して主管的存在になっている。 これは,心 情を中心 として,精 神 と物質は分離できないし,社 会の

基本は家庭である事を示し,そ して,天 国は,当 然科学が発展する世界を意味している。

これは,キ リス ト教,マ ルクス主義の欠点を克服し,東 西哲学のWt-一一'理論の基礎になっているの

である。

このような,キ リス ト教の欠点を克服 し,マ ルクス主義の理論的克服をなす統一運動の動きは,

KGBの 攻撃の対象となるのは 当然である。 これは,　KGBの 暗殺者の名簿に,・ロー一・"?法王,レ ーガ

ン大統領さらに,統 一運動の創立者の文鮮明師がのっているのを見てもわかるのである。

ここに,は げしいクレムリンを中心 とするKGBの 対米間接侵略が 陰に陽に 展開され,米 国の精

神的破壊をねらい,米 国の共産化を目的 として,彼 等は,ま ず宗教心の破壊を計画したのであ り,

これが,今 回の文鮮明師の ミ有罪ミ判決の背後にあるものである。
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KGBの 対米戦略

KGBの 宗教破壊工作

文師 ミ有罪ミ判決の背後にKGBの 暗躍があるとい う疑惑を理解するためには,ま ず文師が米国

で何をやろうとしていたかを理解する必要があるe

文師の対米戦略

レーニンは ミ宗教は阿片であるミと断言したが,共 産主義革命にとって最大の障害は外ならない

宗教。国民の間に宗教心がある限 り,革 命工作は成功しないのである.

そこで,ソ 連は米国において教会と国民を離間し,孤 立させ,せ ん滅する作戦を採った。キリス

F教 的宗教的価値観は封建的であるとして,若 者たちを,麻 薬,セ ックスなどで教会離れさせ,教

会自体の中には神学の衣をまとった共産主義 「解放神学」を打ち込んでいった。

こうした ソ連側作戦の成果の集大成として,ベ トナムで米国が敗北しつつあった頃,文 師が米国

にやって来たのである.

1971年12月,文 師 は韓 国か ら米 国 に渡 っ たnそ の 目的 は 西 側 世 界 を 活 性 化 させ る た め で あ ったe

当時,ベ トナ ム戦 争 に お い て,す で に米 側 敗 北 を 予 感 した 文 師 は,も し米 国 が 敗 れ る こ とに な れ

ば,米 国は 西 側 の 盟 主 と し ての 自信 を 喪 失,西 側 世 界 は 大 混 乱 に 陥 る と判 断 した 。

西 側 が 混 乱 す れ ぽ,そ の ス キに ソ連 が つ け 入 って 勢 力 を拡 大 す る の は 必 至 で あ る 。

そ こ で文 師 は,米 国 を 激 励 す る最 良 の 手 段 を 米 キ リス ト教 界 の 復 興 と考 え,様 々な 準 備 を 終 え た

後,73年 か ら74年 に か け て 全 米 二{'一 都 市 の キ リス ト教 講 演 旅 行 を行 った 。

なぜ な ら,米 国 の建 国 が,英 国 か ら 「信 仰 の 自由 」 を 求 め て 逃 れ て きた ビル グ リム ・フ ァ ーザ ー

ズ(メ イ フ ラ ワー号 に乗 って 米大 陸 にや っ て来 た建 国 の 祖 ら)た ち に よっ たか らに 外 な らな いe

彼 らは 米 大 陸 に 上 陸 後,ま ず 教 会 を 建 て,神 へ の 信 仰 を忠 実 に 守 りな が らあ らゆ る辛 苦 に 耐 え,

開 拓 を 行 い ア メ リカ合 衆 国 を 作 って い った 。 した が って 文 師 は,こ の 神 へ の 信 仰 を 米 国 が 取 り戻 し

さえす れ ぽ,米 国 は再 び 自信 を 回復 し西 側 の 盟 主 と して の使 命 を 継続 で きる と判 断 した の だ.

ち な み に,こ の 文 師 に よる 全 米 二 十 一 力都 布 講演 旅行 の 頃 か ら,講 演 会 場 に は ソ連 の ツ チ とカ マ

の 印が 入 っ た 「赤 旗 」 を振 る反 対 活動 家 が 付 き ま と って いたe

こ うした 文 師 の 宗 教 界 復 興 作 戦 は,1972年 ウ ォー ター ゲ ー ト事 件 の 際 の 「許 せ!愛 せ!団 結 せ

よ!」 との=ク ソソ大 統 領 支 援 キ ャンペ ー ン も相 ま って,74年 マ ジ ソソ ・ス ク ウエ ア ・ガ ー デ ン大

会,76年 ヤ ンキ ー ス タ ジ ア ム大 会,同 じ76年 ワシ ソ トソ ・モ ニ ュ メン ト前 で の 大 会 で は7fi十'万人

を 集 め る ま でに 成 功 したn

この宗 教 界 復興 の延 長線 上 に,麻 薬,ホ モ,レ ズな ど性 風 俗 の 乱 れ を排 し,家 庭倫 理 を再 構 築,

社 会 秩 序 を 回 復 して米 国 の 精 神 的甦 りを 狙 って い た の で あ る.、

しか し この 文 師 の動 きを 何 とか 封 じ よ うと して い た の が,米 国 の 共産 化 を画 策 し て い た ソ連KGB

で あ っ た。

IPSを 使い弾圧

米 国 に お い て,文 師 へ の攻 撃 が 具 体 化 し始 め た の は,1970年 に さか の ぼ る。 当時,ワ シ ソ トン に

本 部 を 置 く 「政 策 研 究 所 」(IPS)と 協 力 関 係 に あ った ドナル ド ・レ ィナ ー ド氏 は 同年,国 務 省(M

本 の 外 務 省)の 韓 国 部 長 に就 任 した.

「政 策 研究 所 」 とは全 米 で ベ ス トセ ラー に な っ た事 実 小 説 「ス パ イ ク1に よ って 明 らか に され た,

米 国最 大 の 親 ソ偽 装(フ ロン ト)組 織 で あ っte。

レイナ ー ド韓 国 部 長 は 就 任早 々,文 師 の特 別 補佐 官,朴 普 煕 氏 が ワ シ ン トソ で設 立 し てい た 北 朝

鮮 向け の反 共放 送 「自由 ア ジ ア放 送 」 を潰 しにか か った 。 そ の結 果,同 放 送 は 翌71年 閉鎖 され た 。

レ イナ ー ド韓 国部 長 は74年 に 顧 務 省 を や め る と同 時 に 「国 際 政 策 セ ン ター」(CIP)の 会 長 に な

ったe同 セ ソ タ ー も 「政 策 研 究所 」 系 列 の 親 ソ組 織 で,こ の 中 に はKGBエ ー ジ ェ ソ トだ った オ ル

ラン ド 元 チ リ外 相(76年 死 亡),ソ 連 政 府 機 関 誌 「ソ ビエ ト ・ラ イ フ」 の 校 正 部 長 だ った スー ザ

ン ・ウ ェー一一"'一一,さ らに は チ ェ コス ロバ キ ア秘 密 警 察 の エ ー ジ ェン ト,デ ー ビ ッ ト ・ア ー ロ ソ もい

たeこ の ア ー一ロン とい う人 物 は,民 主 党 大 統 領 候補 モ ン デ ー ル氏 の 軍 事 ・外 交顧 問 で もあ る。

レイ ナ ー ド元 韓 国 調 査 部 長 は77年,下 院 外交 委 員 の ドナル ド ・フ レーザ ー国 際機 関 小 委 員 長 に働

きか け,文 師 攻 撃 を 本 格 化 させk。 フ レーザ ー委 員 会 の ス タ ッフも 「レイ ナ ー ド元 韓 国 部 長が い な

か った ら こ の調 査 は 始 ま らな か った だ ろ う」(リ チ ャー ド ・マ ウジ ー)と 言明 して い る。

フ レーザ ー委 員 会 は77年 か ら18カ 月 間,六 十 八 万 ㌦ もの 資 金 を 投 じて 文 師 の ミ非 ミ を 探 したが,

sN非ミ は 何 一 つ 発 見 で きな か った
。 この フ レー ザ ー委 員長 自身,毎 年 モ ス ク ワを訪 れ ソ連 諜 報 関 係

者 と接 触 す る 「KGBの 影 響 力 あ る エ ー ジ ェ ン ト」(ポ ー ラン ド秘 密 警 察か らの亡 命 者)で あ る 。

フ レ ーザ ー委 員 長 の 文 師 攻 撃 を 受 け 継 い だ のが フ レー ザ ー 委 ス タ ッ フだ った ロバ ー ト ・ベ ッチ ャ

ー 部 長 で あ る
。

25 26



同音限 嗣 法省に強い・ネがあ り,そ 櫨 猷 限利肌 て㍉ づ 一禰 部地区麟 大雌 に文

師を起訴するよう煽飢 樋 のと恥 れるeべ ・チ・一罐1ま 孔 ビの トー・シ ・一'-V(i'・文繍 査

継続醐 し詞 麟 剛 計 ている・と醐 らかにしていた・1舐 もまた・米鰍 の親ソ繊 「政

策研究所」系列の人物だった.

。うしてみると,綱 に おける文轍 撃はKGB人 脈によ・て次・・ 引き起・翫 てし'ることが

分か り,蜘 の ・脱鮪 罪,が 認知さ2a.te後には,剛 罪名で次・と剛 鞠 者を起訴ぽ 齢

名の下に宗教界に最後¢)とどめを刺す戦略だったといわれる.

しかし,こ の戦略は,か えって,宗 教界団結の兆しを形成してしまった.

か く醐 く,「 イ・・ナ・。ナ・い ・ ・。・ズ・」に 対抗するには噺 い ・齢 鞭 の髄 が必

要である.そ の為に洪 産蟻 者の宗教界ueee・1・IY・'の間灘 略繭 して・榊 縄 測1の 救いの歴

史を科軸 に示 す聴 戦 そ2…=も とつ く酬 欝 がまず腰 であるr・　M一 思想の歴蝿 である統

_蝦 の中に謹 史輌 かす 法則の一つに,「偽と真の先後の酬 と訪 のカミあるnこ れによれ

ば,人 鯉 史は凛 繕 を鰍 ・じる・とで出発し清 と悪の齢 と・て蝿 して来た・この歴史

の変麗 程において,サ ・ンは,嚇 も天の側の醗 鰭 ・て先に瓢 してみ ようと試みてきたの

である.と すれば,帥 酬 ま,・ 勧 これまでや・て*ik・ と献 の側(善 の側)商 ・て謎

、=行。てい くと言う鶴 摂酬 嚇 旨である漂 するに・「悪1に 対す る 「善側」碩 の巻き返しが

27

必要である。

。れ力噺 しい徽 鯛 であるカ㍉ ・纏 説明す翻 提としては ず・知 　 ジャ"'ecの 戦職

述べ,簸 に,噸 の騙 醐 である酬1・ 堺(地 上類)成 立に諏 しか'・

ク ロ ー ジ ャ ー氏 の 「生 き残 りの た め の 戦 略 」

。の点で 啓示的鯵 考嫡 となるのが,先 にあげたブ・・アソ ・・… ジ・紙 の 「生き残 り

のため磁 略」である.舐 の 戦願 「自由陽 の目馴 九つの対緻 馴 八つの国内雌 」

から成 り立っている。

「帥 陽 の 鰺 は ①最細 標 ②中間目標 ③当面の臨 に分かれている・まず 最纈

蜘 ついて,,連 ㈱ 嫌 わらせる・と,す 紡 ち薙 蟻 ・デオ・や をその母国ソ連で鰍 さ

せる。とを提唱している.マ ・レクス ・・一・ン主義は・その繊 族的酬 のRS…=lktV」界に広が・て

い く,い うなれぽガ・醐 の・うなものであるか・,そ の大もとのガ礪 瘍を除去しなけれぽ・転

移先のガ.の 手当てだけを・ても根本繍 ・な・ないのと肌 理屈である・酬 クP一 ジ・'K

の戦略には中国大陸の共産主義が入っていないのが 欠点である一

同 じマ ル クス ・レー ニ ンの イデ オPギ ーか ら中 国 共 産 主 義 は 出発 して お り,し か も中 共は10億 の

人 口 を支 配 し,ア ジ ア での 大 きな 脅 威 を な して い るeし たが って,ク ロ ージ ャー戦 略 の 補 強,修 正

案 と して,中 国大 陸 の 非 共 産 化 を も最 終 目標 に つ け 加 え る必 要が あ ろ うe

中 間 目標 に つ い て,ク ロ ージ ャー氏 は そ の狙 い は 「す でに 共 産 主義 側 に 失 わ れ た 国 々の 非 マ ル ク

ス主 義 体 制 へ の 引 き戻 し,す なわ ち"失 地 回復 ミ で あ る」 とし て い るeそ して 具体 的 に は ① キ ュ

ーバ ,ア ン ゴ ラな どの 諸 国 ② 東 欧諸 国 ③ 究極 の 目標 は ソ連 自体 で あ る と して い る 。 ク ロ ・一ジ ャ

ー 氏 の 「生 き残 りへ の戦 略 」 は1978年 にか か れ た もの で あ り
,こ の 点 で若 丁・の補 強 が 必 要 で あ ろ

う。 た とえ ぽ ① に ベ トナ ム,ニ カ ラ グア をつ け 加 えな け れ ぽ な らな い.ま た 米軍 に よる今 回の グ

レナ ダ作 戦 は,ま さ に 中聞 目標 の"失 地 回復 ミ の 最 初の 成 功 例 と して 特 筆 す る こ とが で き よ う。

次 に 当 面 の 目標 に つ い て ク ロー ジ ャー氏 は,「 まだ 共産 勢 力 に 征 服 され て い ない が,そ の い くつ

か はす で に深 く侵蝕 され,脅 か され て い る主 要 な 拠 点 の 確保 で あ る 」 との べ て い る.そ して具 体 的

に は,そ の 重 要 性 に 従 って ① 米 国,英 国,フ ラ ン ス,西 ドイ ツ,日 本(も し一 国 で も共 産 化 す れ

ば,残 りの 国 々,ひ い て は 共 産勢 力 の 標 的 とな って い る地 域 全 体 が 生 き残 る チ ャン スは 致 命 的 に 減

少 す る)② ジ ンバ ブエ と南 ア フ リカ(ジ ソ バ ブエが 失 わ れ た な ら,南 ア フ リカは 一 層 危 険 な状 態

とな る。 南 ア フ リカ が 失 わ れ た ら,西 側 は重 要 な天 然 資 源 と戦 略 基 地 を失 うこ とに な り,つ い に

生 き残 る こ とが 疑 わ し くな ろ う)③ そ の他 の標 的 地 域 一 一とな っ て い る。

ク ロ ー ジ ャ ー氏が 英 国 人 で あ る た めか,や や ア フ リカ重 視 の 偏 向 が あ る よ うに思 え るe② に つ

い て は イ ラ ン,イ ラ ク,シ リア,リ ビア,南 イエ メンな どの 中東 地 域 の 国 々を 真 っ先 に あ げ るべ き

で あ ろ う.自 由 世界 の多 くは,そ の 生 存 を 中 東 石 油 に 依 存 して い る。 しか も,ベ イル ー トの 米仏 両

軍 へ の爆 弾 テ ロが 示 す よ うに,ソ 連 が 狙 っ てい るの は,中 東 地 域 の 情勢 不 安定 化 で あ るか ら だ。 ま

た,エ ルサ ル バ ドル,ホ ン ジ ュラ ス,グ ア テ マ ラ,メ キ シ コ,ベ ネ ズ エ ラな どの 中南 米 諸 国 を も重

視 す べ き で あ ろ う.ソ 連 の 狙 い は,キ ュ ーバ,ニ カ ラ グ アを 基 地 と して,中 南 米 で共 産 化 の ド ミノ

現 象 を 引 き起 こ し,最 終 的 に は 中 米 最 大 の 石 油 資 源 国 で あ る メキ シ コを 共 産 化す る と と もに,米 国

を 中 南 米 か ら分 断 す る こ とに あ る と見 られ るか らで あ る。

民族主義,国 家エゴの壁を克服せよ

なお,中 米や中東などの第三世:界地域の共産化阻止にあたって重要なのは,貧富の差,人 権の抑圧

などの社会問題の解決を忘れてならないことであるeそ の理由は先に述べたように,ソ 連はレーニ

ンの 「統一戦線戦略」に基づき,対 立や不満などの内部矛盾を共産勢力拡大に利用するからである。

「九つの 対外政策」について,ク ロージャー氏は,① 共通戦略樹立のための北大西洋条約機構の

特別委員会の招集②宣伝情報活動の拡大,強 化(自 由・・-Ptッ パ放送,ラ ジオ ・リバテ ィなどの強

化)③ 対ソ貸 し付け と技術輸出の即時停L上④マル クス主義政権への西側の経済的 ・軍事的援助の全
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一

面 中止 ⑤ 反 共 ゲ リラの訓 練 ⑥ ヘ ル シ ソキ 協定 の廃 棄 な ど の デ タン ト政策 の放 棄⑦ 国連 へ の 財 政 分 損

の縮 小 な い しは 中 止⑧ 軍 事 力強 化(9外 国 で の情 報 収 集 と秘 密 コニ作 一…一とな っ てい る.

これ らの 中 で,と くに 重 要 な の は ② で あ ろ う.ジ ョン ・シ ン ク ロ ー ブ元在 韓米 軍参 謀 長 が 指 摘 す

る よ うに,ソ 連 の ア キ レ ス腱 は,共 産 主 義 に 対 す る共 産 圏 内 ¢)民衆 の 不 満 と反 感 であ るか らだ 。 た

とえ ば,ソ 連 国 内 で40年 前 の ウ クラ イ ナ型 の 反 乱 軍 が 一一・Pt'一ス も現 われ た とすれ ば,あ る い は ワル

シ ャ ワ条 約 機 構 諸 国 内 で,一 ダ ー ス もの ㍉ミー ラ ン ドミが 現 われ た な ら,ソ 連 軍 は 外 部 に 冒険 主 義

的 な行 動 を起 こす ゆ と りを 失 うUと に な ろ うnし か も ソル ジ ェニ ー ツ ィ ン氏 や マ カ レ ン コ氏が 強 調

す る よ うに,自 由 世界 の強 力 な 同盟 者 は,ソ 連 国 内の 自由 を求 め る2億 を超 え る民 衆,そ して 鉄 の
」

カー テ ソ の 内側 で解 放 の 日を待 ちわ び る10億 の民 衆 で あ るr、とす れ ぽ,自 由 ヨー ロ ッパ放 送,ラ ジ

オ ・リバ テ ィ,ボ イ ス ・オ ブ ・ア メ リカな どを通 じて 「真 実 」 を これ らの 人 々に 伝 え る こ とは,大

きな戦 争 抑iヒカ とな りえ よ う。 これ こそ 核 戦 争 の 危 険 を 伴 わ な い,戦 争 抑 止政 策,そ して マ ル クス

・レー=ン 主 義 へ の巻 き返 しの最 も具 休 的 な 方法 とい え よ うe

な お米,欧,日 の役 割分 担 に つい ては,米 国は 核 戦 争か らの 人類 の 解 放,西 欧 諸 国 につ い て は ソ

連,東 欧 へ の地 理 的 接 近 の 故に,ソ 連 や 東 欧 諸 国 の 「捕 わ れ の 人 々」 へ の精 神 的,物 質 的 援 助,反

体 制 運 動 家 へ の 支 援 を 分 担 す べ きで あ ろ う.ま た,日 本 は 共 産 中 国 の 「非 マ ル クス化 」 を 目指 す べ

きで あ る.な お核 戦 争 か らの 解放 に つ い て は,飛 行 中 の ソ連 核 ミサ イル を 宇 宙 空 間 で 撃 破 す る とい

う米 国 の2Me:紀 の計 画 「ハ イ フPtン テ ィア 計 画1の 実現 が 期 待 され よ うn

「八 つ の 国 内 政 策 」 に つ い て,クm一 ジ ャー氏 は 「す で に 情 報 戦 争 とい う形 で 第 三 次 大 戦 は進 行

中 で あ り,し か も 自 由世 界 は そ れ に 敗 れ つ つ あ る」 との ソ ノしジ ェ ニ ー ツ ィン氏 の 言 葉 を 引用 しつ

つ,敵 は 「異 邦 入」 とは 限 ら ない と し て,「 内部 の敵 」 と戦 う必要 性 を 強 凋 して い る。 そ して 「わ

れ われ は,自 由 の 敵 に 対 して,自 由 を 破 壊 す る無 制 限 の 権 利 を 認 め る べ きで な い 」 と強 調,マ ス コ

ミ,学 界,労 組,政 党 な どに 潜 入 した マ ル クス主 義 老対 策 を 以下 の よ うに 列挙 して い る 。

① ス パ イ行 為 取 り締 ま り と,国 家 機 密 保 護 の強 化 ② 破 壊 工 作 防iヒの強 イヒ(ソ 連 か らの 宣 伝 資 材 の

流 入制 限 な ど)③ ソ連 お よび他 の 共産 主 義 諸 国へ の旅 行 者 の チ ェ ッ ク④ 教 育 お よび メデ ィア内 の マ

ル クス主 義 者 の 除 去 ⑤ 共 産 主 義 フ1=ソ ト組 織 の 強 制 登 録 ⑥ 政 党 の 自 由主 義 体 制 へ の 忠誠 宣言 ⑦ 共 産

党 や フ ァシ ス ト政党 へ の 対 策 強 化 ⑧ 産 業破 壊 活 動 の 取 り締 ま り強 化.

新 しい勝共戦略の特質

29

か くの 如 く,ク ロ ー ジ ャー氏 の 「生 き残 りの た め の 戦略 」 に は,多 くの提 言が 含 まれ るが,こ れ

が 新 しい勝 共 戦略 に な る に は,ま ず 三つ の 点 を確 認す る必 要 が あ ろ う。 第 一一は,基 本 原則 の 中 に あ

る 「第 三 次 世 界 大 戦 」 こそ が,統 一 史観 か ら見 て も,善 と悪 との戦 い で あ り,人 類 の 堕 落 が 神 の み

言 の 喪 失 か ら出 発 した とす れ ぽ,こ の第 三 次 世界 大 戦 は,主 体 的 には,思 想 戦 で あ る とい う確認 で

あ る 。 この 思 想 戦 は,反 宗 教的 で あ る怨 念 の 情 か ら 出発 した マ ル クス主 義 に 対 す る敵 を も愛 す る神

の心 情 か ら出発 した精 神 復 興 との 戦 い であ り,そ れ は,神 を 中 心 と した 家 遊 づ く りを要 求 し,さ ら

に,社 会倫 理 の復 興,国 家 倫 理 の 秩 序 へ とつ な が るの で あ るn

第 二 は,統 一 思 想 の 示 す 如 く,共 産 世 界 に 代 わ る,善 側 の 社 会は,本 性 論,倫 理 論 で 述 べ る如

く,神 中 心(ゴ デ ィズ ム)の 一 家 族 世 界 で あ る。 そ れ 故,こ の 一 家族 世 界 に よる地 上 天 国の 実 現 を

人 類 最 高 の理 想 とす べ きで あ るn

第 三 に,今 までの 平 和 観 に 対 す る発 想 を 転 換 す る必 要 が あ る。

今 まで は,世 界 の 平 和 が 前 提 とな り,そ の も とで の 国 家 の平 和,社 会 の 平和 ,そ し て,個 人 の 平

和 を 考 え て い た.し か し,こ の平 和 観 が,国 際 連 合 の役 割 の ゆ きづ ま り とな った わ け で あ る。 そ れ

故,ゴ デ ィズ ム を 中 心 と して,世 界 の 平 和 は まず,個 人の 平 和,そ して,家 庭 の平 和が あ り,そ の

上 に,社 会,国 家 そ して,最 後 に,世 界 の 平 和 が あ る と言 う風 に,発 想 の転 換 が 必 要 とされ るの で

あ る。

この よ うな三 点 を 加速 し て こそ,クpa　 -一ジ ャー氏 の唱 え る 「生 き残 りの ため の 戦 略 」 が
,信 仰 を

中 心 とす る 人類 一 家 族 世 界 す な わ ち,地 上 天 国 をめ ざす,新 し い勝 共 戦 略 とな り,レ ー ガ ソの主 張

す る レ リジ オ ・ポ リテ ィクス も,お そ ら く,こ の 方 向 に 行 くこ とを 期 待 し て,こ の 論 文 を と じた い

と思 う。

/

漢摯
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資料 由世界の生 き残 り戦略

〔米 ・欧 ・日の責任分 担 〕

米Pt==核 戦 争か らの 人類 の解放,「 ハイ フロ ンテ ィア計画」の

実現

西 欧諸国=地 域防衛 の第一義 的責任 を果 たす。 ソ連 ・東 欧圏諸

国の解放 政策

日 本=地 域 防衛の 第～義 的責 任 を果 たす 。大陸 中国の 「非 マ

ル クス化」 戦略地域へ の経 済援助,自 由諸 国内 の対 立

防 ぐ,貿 易 自由化

対内政策

tttt

ビ

リ
嘔p

'

/
ご
～

p
ぐy

ぎ

了

ド

早

喪

内
ド
パ

え
、〉聴

'
馬
r
"

」

xひ

⑦

国
連
財
政

の
分
担
縮
小
あ
る
い
は
中
止
、
戦
略
地
域

へ
の
経
済
援
助

駐
日
連

は
西
側

に
と

り
金
が

か
か

る

だ
け

て
ソ
史
陣

宮
に

は

.
方
的

に
有

利
な
組
織

に
な

つ
て

い
る

⑧

軍
事
力
強
化

O
ソ
連
に
枳
優
先
を
許
さ
ぬ
体
制
の
確
方
.'
「第
三
次
世
界
大
戦
　で
の
ソ
連
の
威
嚇
作
戦
に
屈
し

な
い
た
め
)

@
集
団
防
衛
能
力
の
向
上
、
紺
持
(
対
ソ
安
全
保
障
体
制
の
徹

-
の
た
め
)

⑨

外
国
で
の
情
報
収
集
能
力
お
よ
び
秘
密

工
作

の
強
化

④
C
-

A
〔米

中
央
楮
報

局

一を
は
じ

め
と
す

る
西
側
惜
報

機
剰

の
轡
生

・
強
化
{
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー

戦
、

ス

ハ
イ
戦

を
中
心

と
宇
る
第

三
次
世

界

大
戦

で
は
と
く

に
市
裳

一

一わ

れ
わ
れ

は
戦
争
杁
態

に

い
る
,

敵
は

そ
れ

ぞ
れ

の
国

の
外

に
も
中

に
も

い
る
.

か

れ
ら
ほ
仲

間

の
市
民

か
も
し
れ

な

い
、
自

由
冊
界

は
内
部

の

「
敵

↑か
・67
、
イ
テ

オ

ロ
キ
ー

そ
の
他

の
面
で

-
力

的
侵

略
を
受
け
て

い
る
と

の
訓
識
か

ら
出
発
す

る

)

①

ス
パ
イ
防
止
、
国
家
機
密
の
保
護

鞭
ボ
蕨

舗
糾
.慧
鶴
室

o
報
道
機
関

へ
の
機
密
文
書
提
供
を
も
処
別
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

O
国
連
に
出
向
し
て
い
る
G
R
U
〔
ソ
連
参
謀
本
部
摺
報

1
耳
部
へ
、
K
G
B
一
ソ
連
国
家
保
安
委

員
会
}
の
米
国
内
で
の
ス
バ
イ
活
動
取
11
締
ま
り

②

破
壊
工
作
対
策
麗

鵠
讐
藷
轡

■
共
産
国
家
の
代
理
人
や
影
響
下
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
機
関
の
強
制
登
録
を
法
律
化
す
る

㊥
ソ
連
か
か
の
宗
伝
材
料
の
輸
入
制
限
(
ソ
連
は
西
側
か
ら
の
文
肚
ド輪
・人
を
制
限
し
て
い
る
)

③

ソ
連
お

よ
び
共

産
圏

へ
の
旅
行
者

の
チ

エ
ツ
ク

一
ソ
連
で
破
壊
工
作
や
テ
ロ
の
訓
練
を
受
け
て
戻
っ
て
く
る
も
の
が
い
る
た
め
}

④

教
育

・
マ

ス
コ
ミ
で
活
動
す

る

マ
ル
ク

ス
主
義

者

の
除

去

⌒
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
協
力
奪
取
を
求
め
る
。
自
由
世
界
で
二
の
方
面
の
浸
透
か
著
し
い
、
受
け
身

の
姿
勢
で
は
乗
っ
取
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
,
労
組
の
ク
ロ
ー
ズ
ド

・
シ
ョ
ノ
ブ
制
の
媛
止
)

⑤

共
産
主
義

フ
ロ
ン
ト
組
織

の
強
制
登
録

露
詔
顯

雛
麩

苛

⑥

政
党
の
自
由
主
義
体
制

へ
の
忠
誠
宣
言

(自
由
の
敵
に
、
自
由
を
破
壇
す
る
無
制
限
の
権
利
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
)

㊧
自
由
主
義
体
制
に
対
す
る
無
条
件
の
忠
誠
を
宣
言
す
る
政
党
だ
け
が
麗
拳

に
侯
補
者
を
立
て
る
こ
と

を
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

⑦

共
産
党
や
プ

ア
シ
ス
ト
政
党

へ
の
対
策

山
理
論
的
に
は
民
主
主
義
の
破
壌
を
究
極
目
的
と
す
る
政
党
か
民
主
主
義
体
制
て
禁
止
さ
れ
て
い
け

な
い
理
由
は
な
い

鶉
し
か
し
形
式
的
禁
止
は
必
要
な
い
し
、
ま
た
現
実
的
で
な
い
。
民
主
主
義
体
制

へ
の
忠
誠
の
毅
い

劃

・求
す
れ
ば
よ

い
。

③

示゚
止
が
現
実
的
な
も
の
と
な
る
か
ど
つ
か
は
、
危
機
に
対
す
る
世
論
の
目
覚
め
次
第
で
あ
る

⑧

産
業
破
壊
活
動

へ
の
対
策

 e組
合
か
ソ
連
や
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
か
ら
経
済
援
助
を
受
け
る
こ
と
を
違
法
と
す
る
法

律
制
定
.、

魯
政
治
ス
ト
を
違
法
と
す
る
。

O
基
本
的
な
職
業
(
通
信
、
水
道
、
燃
料
、
電
気
、
食
品
関
係
)の
ス
ト
を
禁
止
す
る

O
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
る
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
国
家
援
助
の
中
止

o
労
組
の
全
執
行
部
の
ボ
ス
ト
は
強
制
的
な
秘
密
郵
便
捜
票
と
す
を

O
ク
ロ
:
ズ
ド

・
シ

ヨ
ソ
プ
制
の
禁
止
、
組
合
か
ら
の
脱
退
の
自
由
確
立

斗素⑱資

KGBの 文鮮 明師攻撃
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資料

〔米

米国

西欧

日

脅

威

の
統

一

「第
三
次
世
界
大
戦
」
は
す

で
に
始
ま

つ
て
お
り
、
自
由
世
界
を
脅
か
す
敵
は
外
部
と
同
様
に
内
部

に
も
い
る
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
す
る

政
府
に
よ
る
国
民
の
啓
蒙

自
由
世
界
の
生
き
残
り
戦
略
は
、
徹
底
的
な
政
策
変
更
で
あ
る
た
め
、
n
民
に
十
分
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

国
内
に
お
け
る
戦
争

「
第
三
次
世
界
大
戦
」
は

「国
内
で
の
戦
争
」
で
も
あ
る
こ
之
を
国
民
に
認
識
さ
せ
、
勝
利
を
収
め

'る
ま
で
、
自
由
の
あ
る
程
度
の
制
限
の
必
要
性
を
理
解
さ
せ
る

(
「第
三
次
世
界
大
戦
」
は

一
国
だ
け
で
は
戦
え
な
い
、
自
由
世
界
諸
国
の
総
力
の
結
集
が
必
要
で
あ

る
と
の
認
識
か
ら
出
発
す
る
}

N

A
T
o
特

別
委

員
会

お
よ

び
日
米
欧

サ

ミ

ッ
ト
を
招
集

し
、

左
「記

の
事

項
を
協
議

す

る

特
別
委
員
会
の
任
務

ω
同
盟
議
編
と
日
本
が
カ
バ
…
す
る
地
球
の
拡
大

嶋
対
ン
,
巻
き
返
し
μ
政
策

周
破
壊

・
テ
ロ
τ
作
へ
の
共
同
の
対
策
樹
立

な
お
B
に
つ
い
て
は
次
の
三
機
関
の
.畝
暫
を
検
討
す
る

諄
綻
騰

禮

灘
會
～

-
、
樽
叩的
地
敏
全

域
で
脅
威

を
一受
け
て

い
る
一蒲
国

で
の
破

壊
工
作

や
一ア
ロ
リ
ズ

ム
声
品
戦
う

テ
。解
蠣
麟

鰯

鞠
彊

趨
鱒

麓
甥
唯
あ
常
設轟
轡

1
、
加
盟
国
お
よ
び
日
本
で
構
成

2
、
対
テ
ロ
.
破
壌
て
作
活
動
に
っ
い
て
名
国
の
各
部
局
の
活
動
を
調
整
し
統
合
す
る

対
共
産
圏
向
け
宣
伝
情
報
活
動
の
拡
大

・
強
化

O
ラ

ジ
オ

・
プ
リ
-

・
ヨ
_

P

X
パ

.
ラ

ジ
オ

・
リ

パ
テ

イ

・
V

O
A
{
ボ
イ

ス

・
オ
ブ

・
ア

メ
リ
カ

}

な

ど
海

外
公
轍
サ

ー
ビ
ス
能
力

の
増

大
.
ラ

ジ
オ

・
ジ

ヤ
パ

ン
の
再

編

・
強
化

O
ソ
連

や
爽
欧
の
テ

レ
ビ
に
直
棲
放

映
で
き
る

技
術
の
磯
発

対

ソ
貸
し
付
け

・
技
術
輸
出
の
即
時
停
止

マ
ル
ク
ス
主
義
政
権
も
し
く
は
革
命
的
政
権
に
対
す
る
西
側
の

経
済
的

・
軍
事
的
援
助
の
検
討

O
混
存
的
敵
よ
り
も
友
好
国
へ
の
援
助
を
優
先
的
に
強
化

■
民
衆
の
利
益
を
考
慮
し
た
援
助
社
画

O
標
的
地
域
と
な

つ
て
い
る
各
国
政
府
の
ソ
連
離
れ
を
促
進

ゲ
リ
ラ
訓
練
計
画

④
ア
フ
リ
カ
・
ア
ン
ア

・
中
米

・
中
東

・
西
欧
な
と
で
の
脅
威
を
受
け
た
国

々
の
政
府
の
合
意
の
F
で
.

反
共
ゲ
リ
ラ
訓
練
を
現
地
で
廿
つ

■
共
産
圏
で
の
ゲ
リ
ラ
ー-
動
の
可
能
性
に
期
待

デ
タ

ン
ト

の
幻

想

に
惑

わ
さ
れ
な

い

⑧
テ
タ

ン
ト
は
ソ
噛'
倒

二

方
的

に

利
す

る
ソ
虫

の
件

戦

で
あ

る
と

い
・フ
禮
」
を

明
確

に
す

る

㊥

ヘ
ル
シ
ン
キ
協
定

の
公
式
廃
棄

検

討

国
連
財
政

の
分
担
縮
小
あ
る
い
は
中
止
、
戦
略
地
域

へ
の
経
済
援
助

O
国
史
は

西
鰯

に
と
り

金
が

か
か
る

だ
け

て
ソ
連
陣

営
に

は

、
方
的

に
有

利
な
紺

縦

に
な

つ
て

い
る

軍
事
力
強
化

O
ソ
連
に
核
優
先
を
沽
さ
ぬ
体
制
の
確
立
一
「第
三
次
世
界
大
戦
そ

の

座
の
威
嚇
作
戦
に
屈
し

な
い
た
め
)

③
集
団
防
衛
能
力
の
向
J
J、
紺
持
(
対
ソ
安
全
保
㎏
体
制
の
確
hψ
の
た
め
〉

外
国
で
の
情
報
収
集
能
力
お
よ
び
秘
密
工
作
の
強
化

■
C
l
A
一米
中
央
情
報
局
}を
は
じ
め
〉
子

る
西
側
帯
報
機
関
の
再
生

・
強
化
一
イ
テ
オ
ロ
ギ
i
戦
、

ス
ハ
イ
戦
を
中
心
と
す
る
第
三
次
世
界
大
戦
で
は
と
く
に
乖
裳
}

rわ
れ
わ
れ
は
戦
争
状
態
に
い
る

敵
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
外
に
も
中
に
も
い
る
、
か
れ
ら
は
仲
闘

の
市
民
か
も
し
れ
な

い
、
自
由
世
界
は
内
部
の

　
敵
一か
ら
.
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
他
の
面
で

一
方

的
侵
略
を
受
け
て
い
る
と
の

識
か
ら
出
発
す
る
)

ス
パ
イ
防
止
、
国
家
機
密

の
保
護

難

塒麩

顯

ぽ霧
鰭

定

■
報
道
機
関

へ
の
機
密
文
11日
提
供
を
も
処
剖
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

。
国
連
に
出
向
し
て
い
る
G
R
U
(
ソ
連
参
謀
本
部
情
報
管
理
部
}、
K
G
B
つ

連
国
家
保
安
委

員
会
}
の
米
国
内
で
の
ス
バ
イ
活
動
取
リ
締
ま
り

破
壌
工
作
対
策

霞

彊
舗麟
詫騨
鉋

■
共
産
国
家
の
代
理
人
や
影
響
下
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
機
関
の
強
劔
登
録

法
律
化
す
る

⑧
ソ
連
か
か
の
{f
払
材
料
の
輸
入
制
限
〔
ソ
連
は
西
鰯
か
ら
の
文
肛
ド輪
・

制
限
し
て
い
る
　

ソ
連
お
よ

び
共
産

圏

へ
の
旅

行
者

の
チ

エ

ッ
ク

門ソ
連

、破

壊

τ
作

や
テ

ロ
の
訓
練

を
受
け

て
戻

っ
て

く
る
も

の
が

い
る

た
め

}

教

育

・
マ
ス

コ
ミ
で
活

動
す
る

マ
ル
ク

ス
主

義
者

の
除
去

⌒
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
協
力
奪
取
を
求
め
る
、
自
由
世
界
で
こ
の
方
面
の
浸
透
か
著
し
い
、
受
け
身

の
姿
勢
で
は
乗
っ
取
ら
れ
る
だ
け
で
あ
有

労
組
の
ク
ロ
ー
ズ
ド

・
シ
ョ
ー
7
制
の
,
止
)

共
産
主
義

フ
ロ
ン
ト
組
織
の
強
制
登
録

縮羅

露

曇

禮

政
党

の
自
由
主
義
体
制

へ
の
忠
誠
宣
言

(自
由
の
敵
に
、
自
由
を
破
壊
す
る
無
制
限
の
権
利
を
認
め
て
は
な
ら
な

い
}

⑧
自
由
主
義
体
制
に
対
す
る
無
条
件
の
忠
敏
を
宣
言
す
る
政
党
だ
け
が
選
拳
に
侯
補
者
を
立
て
る
こ
と

を
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

共
産
党

や

プ

ア
シ
ス
ト
政
党

へ
の
対
策

ω
理
論
的
に
は
民
主
主
義
の
破
壊
を
究
極
目
的
と
す
る
政
党
が
民
ビ王
主
義
体
制
で
禁
止
さ
れ
て
い
け

な
い
理
由
は
な
い

鋤
し
か
し
形
式
的
禁
止
は
必
要
な
い
し
、
ま
た
現
実
的
で
な
い
。
民
主
主
義
体
制

へ
の
忠
誠
の
誓
い

キ
}要
求
す
れ
は
ト
一
い
。

働
禁
止
が
現
実
的
な
も
の
と
な
る
か
ど

つ
か
は
、
危
機
に
対
す
る
世
論
の
目
覚
め
次
第
で
あ
る

産
業
破
壊
活
動

へ
の
対
策

o
組
合
か
ソ
連
や
マ
ル
ク
ス

・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
か
ら
経
済
援
助
を
受
け
る
こ
と
を
違
法
と
す
る
法

律
制
定
。

■
政
冶
ス
ト
を
潅
法
と
す
る
。

O
基
本
的
な
職
業
(通
信
、
水
道
、
燃
料
、
電
気
、
食
品
関
係
)の
ス
ト
を
禁
庶
す
る

O
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
る
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
国
家
援
助
の
中
止

o
労
組
の
全
執
行
部
の
ボ
ス
ト
は
強
制
的
な
秘
密
郵
違便
投
票
と
す
る

■
ク
ロ
…
ズ
ド
い
シ

ヨ
ソ
プ
制
の
禁
止
、
組
ムロ
か
ち
の
脱
退
の
自
由
確
立


